
〈写真・菊地信夫〉

　少しはにかんだ優しい笑顔がすてきな山田健太さん（横浜市立平戸小学校２
年）。手に持つのは「第３０回ともしびポスターコンテスト」で全１，２０７点もの応募
の中からともしび大賞を受賞した作品。タイトル「みんながともに生きるまち」。
　「自由にのびのびと描けるテーマだから」とお母さんに勧められ、今回初めて応
募した山田さん。費やした期間は１週間。夏休みの時間を使って、じっくりと一
人ひとりの顔を思い浮かべながら描いた。
　そうして完成した作品には、大好きなお母さんやお父さん、双子のお兄さんだ
けにとどまらず、小学校の英語の先生、幼稚園の頃にかわいがっていたヤギの“メ
リー”などたくさんの優しい笑顔が描かれている。
　「みんなで仲良く、笑い合っている顔を描きたかった」照れながら話す山田さん
の言葉には、ありのままを受け入れる、包み込むような優しさが感じ取られた。
　「みんなが優しくて、助け合っているまちにしていきたい」純粋で真っすぐな山
田さんの思いは、これからもたくさんの人に笑顔をともしていく。

「みんながともに生きるまち」を描いて
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恭　

賀　

新　

年

　

会
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、関
係
者
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、健
や
か

な
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、「
チ
ェ
ン
ジ
」
を
合
言
葉
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
始
ま
っ

た
変
革
の
波
が
、
わ
が
国
に
も
及
び
、
十
六
年
ぶ
り
の
「
政
権
交
代
」

が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
景
気
は
依
然
と
し
て
停
滞
し
た
ま
ま
、
一
向
に
浮
か
び

上
が
る
気
配
は
見
え
ず
、
経
済
・
雇
用
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
変
革
の
余
波
は
、
少
な
か
ら
ず
現
場
で
混
乱
を
招
い

て
い
る
状
況
に
も
あ
り
、
私
た
ち
の
�
県
民
の
生
活
を
守
る
�
と
い

う
使
命
は
、
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
こ
う
し
た
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
の
波
に
翻

弄
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
変
革
の
大
き
な
契
機
と
と
ら
え
、
会

員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
県
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。ま
た
、過
去
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、
職
員

の
意
識
の
改
革
と
組
織
力
の
向
上
を
図
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
将
来

に
希
望
を
抱
く
こ
と
が
で
き
る
、
明
る
い
未
来
へ
の
扉
を
開
く
力
強

い
一
歩
を
踏
み
出
す
年
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
旧
年
に
も
増
し
て
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

と
と
も
に
、
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

「
み
ん
な
が
と
も
に
生
き
る
ま

ち
」　

と
も
し
び
ポ
ス
タ
ー
・
絵

本
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
開
催

　
「
み
ん
な
が
と
も
に
生
き
る
ま
ち
」を

テ
ー
マ
に
し
た
と
も
し
び
ポ
ス
タ
ー
・

絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
第
三
十

回
・
二
十
三
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

県
内
の
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
か

ら
ポ
ス
タ
ー
の
部
で
は
千
二
百
七
点
、

絵
本
の
部
で
は
二
百
三
点
も
の
応
募
が

あ
り
、
九
十
四
点
の
入
賞
作
品
が
選
出

さ
れ
、
昨
年
十
二
月
十
二
日
に
県
社
会

福
祉
会
館
に
お
い
て
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
受
賞
者
を
は
じ
め
、
ご
家
族

な
ど
多
く
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
内
に
設
け
ら
れ
た
作
品
展
示
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
開
式
前
か
ら
、
自
分
の
描

い
た
作
品
を
前
に
、
満
面
の
笑
顔
で
写

真
を
撮
っ
た
り
、
来
年
の
創
作
に
向

け
、
作
品
を
じ
っ
く
り
と
観
察
し
て
い

る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
の
部
で
は
、
審
査
委
員
長

で
画
家
の
土
田
邦
彦
さ
ん
か
ら
講
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
土
田
さ
ん
は
、

「
と
も
に
生
き
る
社
会
に
は
『
た
す
け

あ
う
』
と
い
う
思
い
や
り
と
実
行
が
必

要
で
す
。
そ
の
原
点
は
皆
さ
ん
の
作
品

か
ら
感
じ
取
ら
れ
る
『
や
さ
し
い
こ
こ

ろ
』
を
、
全
て
の
人
々
が
持
ち
合
う
こ

と
な
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
す
」
と
、

作
品
か
ら
共
通
し
て
伝
わ
る
思
い
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

絵
本
の
部
で
は
、
副
審
査
委
員
長
で

県
教
育
委
員
会
高
校
教
育
課
の
甲
斐
秀

幸
さ
ん
か
ら
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
甲
斐
さ
ん
は
、「
絵
本
作
り
を
通

し
て
『
み
ん
な
が
と
も
に
生
き
る
』
こ

と
の
大
切
さ
に
皆
さ
ん
が
気
付
き
、
考

え
た
こ
と
を
伝
え
る
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
は
こ

の
コ
ン
テ
ス
ト
で
一
番
大
事
な
こ
と
で

す
」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月

十
三
・
十
四
日
に
か
な
が
わ
県
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
「
市
民
活
動
フ
ェ

ア
二
〇
一
〇
」
等
で
展
示
し
ま
す
。

（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

社
会
福
祉
法
人

　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

林　

英
樹

県社協
　の

　　　ひろば

表彰式には受章者とその家族の
ほか、関係者を含め約２３０名が
出席。
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社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
人
権
侵

害
を
な
く
す
た
め
の
取
り
組
み

　

昨
年
度
、
県
下
の
社
会
福
祉
施
設

（
以
下
、
施
設
）
の
職
員
に
よ
る
利
用
者

へ
の
人
権
侵
害
な
ど
、
不
適
切
な
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
松
沢

県
知
事
は
、
不
祥
事
の
未
然
・
再
発
防

止
策
の
た
め
に
は
、
施
設
等
で
働
く
職

員
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
自
身
に
も
起

こ
り
う
る
人
権
意
識
の
問
題
と
し
て
受

け
止
め
て
い
た
だ
く
こ
と
、
管
理
監
督

の
立
場
に
あ
る
方
々
は
、
職
員
と
と
も

に
解
決
し
て
い
く
と
い
う
原
点
に
立
ち

返
る
こ
と
、
そ
し
て
県
と
し
て
は
、
職

員
研
修
の
実
施
や
必
要
な
指
針
の
作
成

な
ど
、
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
、
と
言
っ
た
緊

急
ア
ピ
ー
ル
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
七
月
に
は
県
保
健
福
祉
部
よ

り
県
所
管
の
児
童
・
障
害
・
高
齢
の
各

施
設
（
計
四
、
七
九
五
施
設
等
）
の
職

員
を
対
象
に
し
た
一
斉
点
検
が
実
施
さ

れ
（
回
収
率
七
六
・
八
％
）、
そ
の
点

検
結
果
を
踏
ま
え
、
六
六
・
六
％
の
施

設
が
人
権
を
テ
ー
マ
に
し
た
職
員
間
の

意
見
交
換
や
研
修
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
、
本
会
と
県
の
共

同
で
、
各
施
設
等
で
活
用
で
き
る
不
祥

事
防
止
策
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
よ
り
開
か
れ
た
施
設
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
苦
情
解
決
の
仕
組
み
の
活

用
等
の
周
知
を
図
り
実
効
性
の
あ
る
も

の
と
す
る
ほ
か
、
県
福
祉
監
査
指
導
課

内
に
、「
社
会
福
祉
施
設
等
職
員
の
透

明
な
職
場
づ
く
り
相
談
窓
口
」
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。（
�　

－

　

－

８
７
８
７

０４５

２１０

平
日
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）

　

そ
の
ほ
か
、
管
理
者
研
修
や
職
員
研

修
等
の
充
実
と
し
て
、
本
会
で
実
施
し

て
い
る
研
修
に
お
い
て
、
人
権
意
識
の

向
上
や
利
用
者
支
援
の
技
術
の
向
上
な

ど
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
来
る
二
月
九
日
午
後
一

時
か
ら
施
設
部
会
主
催
の
研
修
会
「
施

設
に
お
け
る
利
用
者
へ
の
権
利
侵
害
を

な
く
す
た
め
」
を
実
施
し
ま
す
。
主
な

内
容
と
し
て
は
、
施
設
側
か
ら
の
権
利

侵
害
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
内
容
と
生
じ

た
背
景
、
さ
ら
に
は
今
後
の
課
題
解
決

に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
な
ど
の

事
例
発
表
や
、
権
利
侵
害
が
発
生
し
や

す
い
要
因
や
回
避
方
法
な
ど
、
参
加
者

と
の
意
見
交
換
を
通
し
人
権
を
考
え
て

も
ら
う
機
会
と
し
ま
す
。

（
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
担
当
）

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験　

合
格
状
況

　

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
五
日
、

「
第
十
二
回
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
県
内
五
カ
所
（
青
山
学
院
大

学
他
）、受
験
者
数
は
八
、〇
五
六
名
、合

格
者
は
一
、九
二
四
名（
合
格
率
二
三
・

九
％
）で
し
た
。受
験
者
数
は
平
成
十
年

の
第
一
回
試
験
に
次
ぐ
人
数
と
な
り
ま

し
た
。
職
種
別
の
合
格
者
は
表
の
と
お

り
で
す
。

　

引
き
続
き
県
内
の
介
護
福
祉
士
の
資

格
保
有
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
全
国
の
資
格
累
計
で
は
介
護
福
祉

士
と
看
護
師
が
ほ
ぼ
同
じ
割
合
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

合
格
者
に
対
す
る
実
務
研
修
は
二
月

上
旬
か
ら
、
本
会
、
横
浜
市
社
協
、
川

崎
市
社
協
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

（
介
護
支
援
専
門
員
支
援
担
当
）

比率（％）
（　）内は昨年度

合格者数（人）
（　）内は昨年度

職　　種

６８．９２（６８．４４）１，３２６（１，２８４）介護福祉士
６．９７　（６．２４）　１３４ （１１７）看護師
６．１３　（７．９４）１１８　（１４９）社会福祉士
５．８２　（４．６９）１１２　　（８８）介護等業務従事者
３．５３　（３．２５）６８　　（６１）相談援助業務従事者
１．５６　（２．３５）３０　　（４４）栄養士（管理栄養士を含む）
１．２５　（０．９６）２４　　（１８）歯科衛生士
０．９９　（１．２８）１９　　（２４）薬剤師
０．８８　（０．４８）１７　　（９）あん摩マッサージ指圧師
０．７８　（０．９１）１５　　（１７）作業療法士
０．７３　（１．２８）１４　　（２４）理学療法士
０．７３　（０．５３）１４　　（１０）保健師
０．４２　（０．３７）８　　（７）精神保健福祉士
０．３６　（０．４３）７　　（８）准看護師
０．３６　（０．０５）７　　（１）柔道整復師
０．２１　（０．０５）４　　（１）はり師
０．１６　（０．１６）３　　（３）言語聴覚士
０．１０　（０．０５）２　　（１）助産師
０．０５　（０．３２）１　　（６）歯科医師
０．０５　（０．０５）１　　（１）視能訓練士
０．００　（０．１６）０　　（３）医師
０．００　　（０）０　　（０）義肢装具士
０．００　　（０）０　　（０）きゅう師

１００（１００）１，９２４（１，８７６）計

平成２１年度介護支援専門員実務研修受講試験　職種（資格）別合格状況
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　　　TOPICS福 祉 の 動 き ○全国の動き　◇県内の動き　★本会の動き

12345

福
祉
関
連
の
う
ご
き
（
〇
付
き
数
字
は
本
紙
で
の
関
連
記
事
掲
載
月
）

○
内
閣
府
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）被
害
者
に
対
す
る
全
国
統
一
の
電
話
サ
ー
ビ
ス
開
設

○
厚
労
省
、
介
護
分
野
の
人
材
確
保
対
策
と
し
て
ハロ
ー
ワ
ー
ク
に
専
門
の
職
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
。ま
た
、
資
格
取
得
に
向
け
職
業
訓
練
期
間
中
の
雇
用
保
険
給

付
の
拡
充
を
発
表

○
日
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
連
携
協
定
に
基
づ
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
介
護
福
祉
士
候
補
者
の
う
ち
、
日
本
語
等
研
修
を
修
了
し
た
１
０
１
人
が
就
労
・
研
修
を
開
始

○
厚
労
省
の
調
査
で
、
特
養
な
ど
介
護
保
険
施
設
の
入
所
者
の
要
介
護
度
が
重
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。介
護
保
険
が
導
入
さ
れ
た　

年
に
３
・　

だ
っ

００

３５

た
特
養
の
平
均
要
介
護
度
は
３
・
８
に

○　

年
度
第
２
次
予
算
成
立
、
介
護
人
材
対
策
に
１
６
８
０
億
円

０８
○
仕
事
と
住
居
を
失
っ
た
非
正
規
社
員
ら
を
支
援
す
る
た
め
開
設
さ
れ
た
年
越
し
派
遣
村
に
予
想
を
超
え
る
人
が
集
ま
り
、
厚
労
省
は
講
堂
を
臨
時
開
放
す
る
異
例

の
措
置

★
第　

回
県
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
開
催
。１
万
８
１
６
編
の
応
募
②

３２

★
福
祉
・
介
護
に
お
け
る
緊
急
相
談
会
を
開
催
②

○
日
本
経
済
団
体
連
合
会
、
宇
宙
開
発
や
介
護
・
保
育
な
ど
新
規
雇
用
創
出
に
む
け
た
日
本
版
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を
提
言

○
厚
労
省
、
障
害
者
雇
用
率
未
達
成
企
業
に
納
付
金
適
用
を
決
定

○
厚
労
省
社
会
保
険
審
査
会
少
子
化
対
策
特
別
部
会
、
保
育
制
度
改
革
案
の
提
言
を
盛
り
込
ん
だ
第
１
次
報
告
を
ま
と
め
る

○
東
京
大
学
と
筑
波
大
学
、
企
業
の
退
職
者
や
介
護
経
験
の
あ
る
主
婦
な
ど
を
対
象
に
し
た「
市
民
後
見
人
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
開
発

○
厚
労
省
、ハロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
介
護
職
の
紹
介
状
況
の
推
移
を
公
表
。　

年
と
比
較
し
て　

年　

月
の
新
規
求
職
者
数
は
２
５
４
９
人
増
加
、
就
職
率
は　

・
２

０７

０８

１２

５８

％
で
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
の
増
加

★
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
か
な
が
わ
集
会
開
催
③

★「
職
場
で
の『
モ
ラ
ル・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
』へ
の
取
り
組
み
」を
テ
ー
マ
に
、
法
人
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
開
催
④

○
内
閣
府
の
調
査
で
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
女
性
が
３
人
に
１
人
い
る
こ
と
が
判
明

○
厚
労
省「
障
害
者
の
一
般
就
労
を
支
え
る
人
材
の
育
成
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」が
、
就
労
支
援
に
携
わ
る
人
に
共
通
し
て
必
要
な
基
本
的
知
識
・ス
キ
ル
を
明
確

に
し
、
専
門
性
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
研
修
の
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
報
告
書
に
ま
と
め
る

○
ニ
ー
ト
や
引
き
こ
も
り
の
若
者
の
自
立
支
援
を
目
的
と
し
た「
青
少
年
総
合
対
策
推
進
法
案
」が
閣
議
決
定

○
厚
労
省
の
調
査
で
、　

歳
未
満
で
認
知
症
を
発
症
す
る「
若
年
性
認
知
症
」の
患
者
の
全
国
推
計
が
３
万
７
７
５
０
人
に
上
る
こ
と
が
判
明

６５

○
こ
ど
も
未
来
財
団
、
婦
人
保
護
施
設
の
入
所
女
性
と
同
伴
児
童
に
関
す
る
全
国
調
査
を
実
施
。児
童
担
当
職
員
が
い
る
施
設
は　

％
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
判
明

２４

○
男
性
介
護
者
と
支
援
者
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
京
都
市
に
発
足

○
全
社
協
、
権
利
擁
護
・
虐
待
防
止
制
度
の
現
状
、
活
動
団
体
の
報
告
、
実
践
例
、
統
計
資
料
な
ど
を
ま
と
め
た「
権
利
擁
護
・
虐
待
防
止
年
報
２
０
０
９
」を
公
表

◇
横
浜
市
、
敬
老
・
福
祉
パ
ス
が
横
浜
市
越
境
乗
車
を
可
能
に

◇
県
、
全
国
初
と
な
る
犯
罪
被
害
者
等
へ
の
総
合
的
支
援
条
例「
神
奈
川
県
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」制
定

○
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
な
ど
は「
高
齢
者
虐
待
防
止
法
」に
対
す
る
改
正
を
提
言

○
全
社
協「
障
害
者
の
虐
待
防
止
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」、「
障
害
者
虐
待
防
止
の
手
引
き
」を
ま
と
め
る

◇
県
、「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律（
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）」の
改
正
に
伴
い「
か
な
が
わ
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
プ
ラ
ン
」改
定

◇
県
、「
神
奈
川
県
障
害
福
祉
計
画
」改
定（
第
２
期
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
）

２１

２３

◇
県
、「
神
奈
川
県
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る
実
施
計
画
」策
定

◇
県
所
管
内
に
約　

年
ぶ
り
と
な
る
児
童
養
護
施
設
が
新
設

５０

○
厚
労
省
、「
若
年
性
認
知
症
」の
患
者　

人
と
そ
の
家
族
、
支
援
団
体
の
関
係
者
ら
と
初
の「
若
年
性
認
知
症
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
意
見
交
換
会
」開
催

１１

○
厚
労
省
、
精
神
障
害
者
雇
用
推
進
モ
デ
ル
事
業
を
委
託
す
る
９
社
を
選
定
し
実
施

○
厚
労
省
、「
社
会
的
養
護
施
設
に
関
す
る
実
態
調
査
」の
結
果
を
公
表
。施
設
入
所
児
童
が
家
庭
で
受
け
た
虐
待
の
種
類
は「
ネ
グ
レ
ク
ト
」が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に

○
全
日
本
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
、
知
的
障
害
の
あ
る
方
も
作
成
に
関
わ
っ
た「
わ
か
り
や
す
い
障
害
者
の
権
利
条
約
」の
出
版
記
念
学
習
会
を
開
催

◇
県
、
緊
急
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て「
か
な
が
わ
求
職
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
開
設

○
日
本
経
済
新
聞
調
べ
で
、
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
の
３
都
市
で
特
養
な
ど
施
設
に
入
居
を
目
的
に
、
転
居
し
た
高
齢
者
は
１
５
０
０
０
人
に
上
る
こ
と
が
明
ら
か
に

社
会
の
う
ご
き
・
事
件
・
事
故

▽
バ
ラ
ク
・
オ
バマ
第　

代
米
大
統
領
誕
生

４４

▽
文
科
省
は
、　

年
に
全
国
小
学
５
年
生
と
中
学
校
２
年
生
を
対

０８

象
に
初
め
て
実
施
し
た
「
全
国
体
力
テ
ス
ト
」
の
結
果
を
公
表
。１

週
間
に
ほ
と
ん
ど
運
動
し
な
い
生
徒
が
、
中
学
校
で
は
女
子
の
約

３
割
、
男
子
の
約
１
割
に
及
ん
だ

▽
日
本
経
済
団
体
連
合
会
と
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
が
連
盟

で
、
労
使
が
協
調
し
て
雇
用
問
題
に
取
り
組
む「
雇
用
安
定
・
創

出
に
向
け
た
労
使
共
同
宣
言
」を
発
表

▽
中
国
が
１
月
の
新
車
販
売
台
数
で
初
の
世
界
一
に

▽
ロ
シ
ア
通
信
衛
星
と
ア
メ
リ
カ
イ
リ
ジ
ウ
ム
衛
星
が
衝
突

▽
ロ
ー
マ
市
が
ダ
ラ
イ
・ラ
マ　

世
へ
名
誉
市
民
称
号
を
授
与

１４

▽
長
野
・
群
馬
県
堺
の
浅
間
山
が
噴
火

▽「
お
く
り
び
と
」「
つ
み
き
の
い
え
」が
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞

▽
定
額
給
付
金
財
源
法
が
成
立

▽
金
賢
姫
元
工
作
員
と
北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
田
口
八
重
子
さ
ん
の

家
族
が
韓
国
・
釜
山
で
面
会

▽
宇
宙
飛
行
士
若
田
光
一
さ
ん
シ
ャ
ト
ル
長
期
宇
宙
滞
在
へ

▽
成
田
空
港
で
米
貨
物
機
が
着
陸
失
敗
、
炎
上

▽
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
世
界
規
模
で
流
行

▽
北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射

▽
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
、
ご
結
婚　

年
を
迎
え
る

５０

▽
障
害
団
体
に
適
用
さ
れ
る
郵
便
料
金
の
割
引
制
度
を
悪
用
し
た

と
し
て
関
係
団
体
一
斉
捜
査

▽
裁
判
員
制
度
開
始

▽
韓
国
ノ・
ム
ヒ
ョ
ン
前
大
統
領
死
亡

▽
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
者
、
国
内
で
初
確
認

▽「
放
浪
記
」の
森
光
子
さ
ん
、
国
民
栄
誉
賞
受
賞
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○
法
務
省
、「
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
親
権
制
度
研
究
会
」を
設
置
。厚
労
省
、
最
高
裁
担
当
者
も
交
え
検
討
へ

○
子
育
て
中
の
短
時
間
勤
務
制
度
及
び
所
定
外
労
働
の
免
除
の
義
務
化
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ「
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
」が
成
立

◇
県
、
県
警
、
�Ｎ
 

神
奈
川
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
三
者
が
、
犯
罪
被
害
者
を
総
合
的
に
支
援
す
る「
か
な
が
わ
犯
罪
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
開
所
⑧

◇
社
会
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
不
祥
事
の
防
止
に
つ
い
て
、
県
知
事
が
緊
急
ア
ピ
ー
ル
を
発
出
。施
設
職
員
全
員
に
一
斉
自
己
点
検
の
取
り
組
み
を
推
進

★
第　

回
関
東
ブ
ロッ
ク
老
人
福
祉
施
設
研
究
総
会
・
第
８
回
か
な
が
わ
高
齢
者
福
祉
研
究
大
会
合
同
大
会
開
催
⑧

４５

★
第　

回
関
東
ブ
ロッ
ク
児
童
養
護
施
設
研
究
協
議
会
開
催
⑧

４５

○
厚
労
省
の
調
べ
で
、
児
童
養
護
施
設
な
ど
で
暮
ら
し
て
い
る
児
童
が　

年
ぶ
り
に
４
万
人
を
超
え
た
こ
と
が
判
明

４７

○
厚
労
省
、
要
介
護
認
定
の
新
基
準
に
つ
い
て　

項
目
を
修
正
す
る
方
針
を
決
定

４３

○
日
本
介
護
支
援
専
門
員
協
会
、
災
害
が
時
に
被
災
地
域
の
高
齢
者
な
ど
に
対
す
る
支
援
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う「
災
害
対
応
マ
ニュア
ル
」を
作
成

○「
認
知
症
を
知
り
地
域
を
つ
く
る
１
０
０
年
」構
想
の
一
環
で
あ
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
が
１
０
０
万
人
に
。報
告
記
念
会
開
催

★
関
東
ブ
ロッ
ク
都
県
・
指
定
都
市
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
福
祉
資
金
担
当
職
員
研
究
協
議
会
開
催

○
厚
労
省
、
重
い
肝
機
能
障
害
の
患
者
に
つ
い
て
新
た
に
身
体
障
害
者
と
認
定
し
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
す
る
方
針
を
決
定

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
役
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た「
社
団
法
人
日
本
青
年
奉
仕
協
会
」が
解
散
す
る
こ
と
に
。　

年
間
の
活
動
に
幕

４２

○
内
閣
府
は　

〜　

年
の
自
殺
者
の
年
齢
、
職
業
、
原
因
な
ど
を
発
祥
地
の
警
察
署
別
に
整
理
し
た
速
報
値
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
初
め
て
公
開

０７

０８

★
第
８
回
か
な
が
わ
シ
ニ
ア
美
術
展
開
催
。日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
の
５
部
門
に
計
６
４
８
点
が
出
品
⑨

★
福
祉
の
仕
事
を
知
る
懇
談
会
を
開
催
⑨

○
厚
労
省
の
調
べ
で
、
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
は
全
国
に
４
万
人
以
上
に
上
る
こ
と
が
明
ら
か
に

○
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
と
国
内
法
整
備
、
条
約
を
踏
ま
え
た
障
害
者
差
別
禁
止
条
例
の
制
定
に
向
け
論
議
を
進
め
よ
う
と
、
大
阪
府
内
の
障
害
関
係　

団
体

３０

が
大
阪
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｏ
Ｄ
Ｆ
）を
結
成

○
長
妻
厚
労
相
、
障
害
者
自
立
支
援
法
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
止
す
る
意
向
を
表
明

○
法
務
省「
更
生
保
護
施
設
検
討
会
」、
更
生
保
護
施
設
の
収
容
能
力
を
拡
大
す
る
た
め
、
社
会
福
祉
法
人
の
新
規
参
入
を
促
す
こ
と
を
求
め
る
報
告
書
を
公
表

○
厚
労
省
、「
今
後
の
精
神
保
健
医
療
福
祉
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
」、「
精
神
保
健
医
療
福
祉
の
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
た
め
の
報
告
書
を
ま

と
め
る

○
長
妻
厚
労
相
、「
介
護
職
員
処
遇
改
善
等
臨
時
特
別
交
付
金
」に
つ
い
て　

年
度
以
降
継
続
さ
せ
る
方
針
を
明
ら
か
に

１２

○
児
童
虐
待
防
止
の
推
進
に
向
け
、
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
の
運
用
を
開
始

○
若
年
性
認
知
症
の
全
国
初
の
電
話
無
料
相
談（
社
福
法
人
仁
至
会
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー
）

○
福
島
少
子
化
相
、
総
合
的
な
少
子
化
対
策
の
指
針「
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
」に
代
わ
る「
子
ど
も
・
子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン
」（
仮
称
）の
策
定
を
発
表

○
厚
労
省
、
日
本
の
相
対
的
貧
困
率
を
公
表
。　

年
は　
・
７
％
、
一
人
親
家
庭
を
含
む　

歳
未
満
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は　
・
２
％
に

０７

１５

１８

１４

★
厳
し
い
雇
用
情
勢
を
受
け
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
が
総
合
支
援
資
金
や
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
の
創
設
な
ど
大
幅
に
見
直
し
⑩

★
平
成　

年
度
事
業
外
部
評
価
結
果
公
表
⑩

２０

★
第　

回
県
社
会
福
祉
大
会
開
催
⑪

５８

★
経
営
管
理
充
実
セ
ミ
ナ
ー
開
催
⑪

○　

年
度
高
齢
者
虐
待
は
１
万
５
千
件
。同
居
家
族
が
加
害
者
と
な
る
ケ
ー
ス
８
割
超

０８
○
厚
労
省
、
認
可
保
育
所
の
居
室
面
積
基
準
に
つ
い
て
待
機
児
童
の
多
い
都
市
部
に
限
り
、
一
時
的
措
置
と
し
て
地
方
自
治
体
の
条
例
で
自
由
に
定
め
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
対
応
方
針
を
決
定

○
緊
急
雇
用
対
策「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス・
デ
イ
」を
開
催

◇
社
会
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
不
祥
事
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
で
、
福
祉
監
査
指
導
課
内
に「
社
会
福
祉
施
設
等
職
員
の
透
明
な
職
場
づ
く
り
相
談
窓
口
」を
設
置

★
第　

回
関
東
ブ
ロッ
ク
乳
児
院
協
議
会
職
員
研
修
会
開
催

２７

★
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業（
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
）　

周
年
・
第
三
者
評
価
普
及
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

１０

★
社
会
福
祉
施
設
の
地
域
福
祉
推
進
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
開
催
⑫

○
ハロ
ー
ワ
ー
ク
、
介
護
分
野
の
就
職
面
接
会「
介
護
就
職
デ
イ
」を
初
め
て
開
催

○
鳩
山
首
相
、
暫
定
税
率
は
実
質
維
持
、
子
ど
も
手
当
て
は
所
得
制
限
を
設
け
な
い
考
え
を
表
明

○
生
活
保
護
の
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
す
る「
母
子
加
算
」が
復
活

▽
米
歌
手
マ
イ
ケ
ル・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
さ
ん
死
去

▽
全
盲
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
辻
井
伸
行
さ
ん
、米
コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
人
初
の

優
勝

▽
米
３
大
自
動
車
メ
ー
カ
ー
最
大
手
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
（
Ｇ

Ｍ
）が
経
営
破
た
ん

▽
日
本
初
の
有
人
宇
宙
実
験
棟「
き
ぼ
う
」が
完
成

▽
脳
死
を
一
般
に
「
人
の
死
」
と
位
置
づ
け
、
臓
器
提
供
の
年
齢
制

限
を
撤
廃
す
る「
改
正
臓
器
移
植
法
」成
立

▽
有
効
求
人
倍
率
、
過
去
最
悪
の
０
・　

倍
４２

▽
平
成　

年
７
月
中
国
、
中
国
・
九
州
北
部
豪
雨
発
生

２１

▽
日
本
で　

年
ぶ
り
の
皆
既
日
食

４６

▽
本
県
の
総
人
口
が
９
０
０
万
人
を
突
破

▽
宇
宙
飛
行
士
の
若
田
光
一
さ
ん
、
地
球
へ
帰
還

▽
第　

回
衆
院
選
で
民
主
党
圧
勝
、与
野
党
逆
転

４５

▽
世
界
陸
上
、
ウ
サ
イ
ン
ボ
ル
ト
選
手
が
９
秒　

で
世
界
新

５８

▽
横
浜
市
長
選
挙
で
林
文
子
さ
ん
が
当
選
。政
令
指
定
都
市
で
２

人
目
の
女
性
市
長
誕
生

▽
社
民
、
国
民
新
と
の
３
党
連
立
政
権
を
樹
立
し
、
鳩
山
内
閣
誕

生
▽
消
費
者
庁
が
発
足

▽
行
政
刷
新
会
議
の
設
置
が
閣
議
決
定

▽
大
リ
ー
グ
、マ
リ
ナ
ー
ズ
イ
チ
ロ
ー
選
手
、
９
年
連
続
２
０
０
本
安

打
達
成

▽
法
制
審
議
会
、民
法
の
成
人
年
齢
に
つ
い
て
、「　

歳
に
引
き
下
げ
る

１８

の
が
適
当
」と
す
る
答
申
を
法
務
省
に
提
出

▽
日
本
航
空
の
経
営
再
建
問
題
で
、
企
業
再
生
支
援
機
構
に
債
権

支
援
を
要
請

▽
相
模
原
市
平
成　

年
４
月
か
ら
政
令
指
定
都
市
に
移
行
決
定

２２

▽
大
リ
ー
グ
、
ヤ
ン
キ
ー
ス
松
井
秀
喜
選
手
、
日
本
人
初
の
ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ
Ｍ
Ｖ
Ｐ
獲
得

▽
バ
ラ
ク
・
オ
バマ
米
大
統
領
初
来
日

▽
東
京
市
場　

年
ぶ
り
に
１
ド
ル　

円
台
ま
で
急
伸

１４

８６

▽
天
皇
陛
下
ご
即
位　

年
２０

▽
俳
優
の
森
繁
久
弥
さ
ん
死
去

▽
情
報
収
集
衛
星
を
搭
載
し
た
Ｈ
２
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
成
功

▽
バ
ラ
ク
・
オ
バマ
米
大
統
領
、ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

▽
米
歌
手
ス
テ
ィ
ー
ビ
ー
ワ
ン
ダ
ー
さ
ん
、
国
連
の
平
和
大
使
に
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達
成
感
の
あ
る
福
祉
の
仕
事 

―
共
に
高
め
合
う
職
場
環
境
を
目
標

と
し
て

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
し
ら
ゆ
り

園
」（
横
浜
市
戸
塚
区
。以
下
、園
）
は

入
所
百
二
十
四
名
、
短
期
入
所
十
六
名

通
所
四
十
二
名
定
員
で
、
職
員
百
十
九

名
の
施
設
で
す
。

　

今
号
は
、
園
長
の 
東  
方 
直
道
さ
ん
に

と
う 
ぼ
う

職
員
採
用
で
の
課
題
、
職
員
研
修
の
現

状
、
職
員
に
求
め
ら
れ
る
資
質
な
ど
に

つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

○
職
員
採
用
に
お
け
る
課
題

　

東
方
さ
ん
は
、
最
初
は
漠
然
と
し
た

も
の
で
あ
っ
て
も
、
自
分
は
何
を
し
た

い
の
か
、
働
く
意
欲
や
目
的
を
持
つ
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
職
員
募
集
は
県
社
協
の
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
り
、
急
募
で
あ

れ
ば
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
駅
に
置
い
て
あ

る
求
人
誌
、
新
聞
折
込
等
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
最
近
の
傾
向
は
中
高
年
の
人

や
無
資
格
・
未
経
験
者
が
増
え
て
き
た

こ
と
で
す
。
そ
の
中
に
は
、
高
齢
者
施

設
で
の
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ
が
漠
然
と
し

て
い
る
人
も
い
ま
す
。
現
在
は
、
採
用

後
の
人
材
育
成
を
い
か
に
行
っ
て
い
く

か
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
指
摘
さ
れ
ま
す
。

○
現
場
の
課
題
に
つ
な
が
る
研
修
を

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
利
用
者
と
施

設
と
の
直
接
契
約
を
基
本
に
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
施
設

職
員
は
決
め
ら
れ
て
い
る
内
容
だ
け
を

提
供
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
く
、
利
用

者
の
日
常
生
活
の
様
子
や
利
用
者
個
々

の
ニ
ー
ズ
の
中
か
ら
、
専
門
職
と
し
て

柔
軟
に
考
え
、
機
敏
に
対
応
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

園
で
は
、
現
場
の
取
り
組
み
課
題
を

明
確
に
し
、
そ
の
課
題
に
対
し
て
職
員

が
、
主
体
的
に
解
決
に
向
け
て
動
け
る

こ
と
を
目
標
と
し
た
研
修
を
重
視
し
て

い
ま
す
。
毎
年
、
併
設
の
地
域
ケ
ア
プ

ラ
ザ
と
の
合
同
研
修
等
を
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、
外
部
研
修
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
救
急
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
使
用
に
関

す
る
研
修
、
感
染
症
予
防
研
修
は
、
現

場
で
も
必
要
性
が
高
い
研
修
で
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
死
に
立
ち
会
う
こ

と
も
あ
る
た
め
、
そ
の
方
の
人
生
を
振

り
返
り
、
死
の
瞬
間
と
職
員
に
よ
る
ケ

ア
に
つ
い
て
学
び
あ
う
、
看
取
り
報
告

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て

実
施
し
た
結
果
、
現
場
で
は
中
堅
職
員

が
業
務
の
改
善
目
標
を
掲
げ
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
人
間
性
や
セ
ン
ス
に
支
え
ら
れ
て

　

福
祉
の
仕
事
は
、
一
定
の
資
格
が
求

め
ら
れ
る
時
も
あ
り
ま
す
が
、
最
終
的

に
は
職
員
の
人
間
性
や
セ
ン
ス
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

　

園
で
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
利

用
者
の
趣
味
の
活
動
を
、
で
き
る
だ
け

園
か
ら
出
て
外
で
行
え
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
「
競
馬
に
行
き
た
い
」
と
い

う
利
用
者
の
希
望
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
二
回
行
う
利
用
者
懇
談
会

で
出
さ
れ
た
、「
三
崎
に
行
っ
て
マ
グ

ロ
を
食
べ
た
い
」
と
い
う
声
に
応
え
出

か
け
ま
し
た
。
実
際
は
職
員
の
人
数
が

限
ら
れ
た
中
で
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
か
、
悩
ま
し
い
課
題
が
あ
り
ま
し
た

が
、
職
員
た
ち
は
あ
き
ら
め
ず
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
も
前
に
向
か
っ
て
動
き

ま
し
た
。

　

園
の
理
念
で
あ
る「
人
権
・
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
共
生
の
福
祉
」に
基
づ

い
た
取
り
組
み
は
険
し
い
で
す
が
、い

ま
、確
実
な
一
歩
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

（
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
担
当
）

一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社�

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内�
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎 �代表取締役社長�

第10回
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でか
けてみませんかでか
けてみませんか

　今号は、約150年前のペリー来航の時代から軍港とし
て歴史を刻んできた横須賀を紹介します。軍港の街であ
り、そして「よこすか海軍カレー」が有名となりすっか
りカレーの街としても定着した横須賀。潮風漂う横須賀
の街へ出かけてみませんか。

京浜急行線で行く
『軍港とカレーの街、横須賀』

（汐入駅、横須賀中央駅周辺）
　通称KILC（キルク）。１９９７年４月設立。障害者の自立生
活を目指してピアカウンセリング（障害者による相談事業）
や各種情報提供、障害者施策の研究・提言など障害当事者
の目線で共生社会の実現を目指した活動を展開。現在、厚
木・平塚２ヶ所を拠点に活動中。
〈連絡先〉〔法人本部〕厚木市愛甲９５３－２
TEL．０４６－２４７－７５０３　FAX．０４６－２４７－７５０８
URL）http://www.kilc.org E-mail)info@kilc.org 

今月は　�　NPO法人神奈川県障害者
自立生活支援センター　がお伝えします！

公園で潮風に吹かれてみる

　どぶ板通りから国道１６号線、三笠公園通りを

抜けると三笠公園に。この公園は東京湾唯一の

自然島である、猿島への船が出航する乗り場に

隣接しており、また日露戦争で活躍した戦艦

「三笠」が復元保存されていることでも有名。

艦内には展示室があり、入ることができます

が、車いすでは甲板にあがることはできませ

ん。園内には音楽噴水池や芝生広場などが整備

されており、お弁当を持って景色を見ながら、

のんびり過ごすのに最適です。汐入駅より１つ

先の横須賀中央駅からであれば、徒歩１５分程度

でアクセス可能です。

　横須賀中央駅から散策する方は、駅から徒歩

２分の場所にある「ＹＹ（わいわい）ポート横

須賀」に立ち寄ってみては。１階には横須賀観

光のインフォメーションセンターや、横須賀物

産品コーナーがあり、いろいろな情報やパンフ

レットを入手することができるほか、また横須

賀名物や珍しいグッズ等を買うことができま

す。お土産としても定番のレトルト版海軍カレ

ーは、種類が驚くほど豊富です。

まずはどぶ板通りを散策

　京浜急行線汐入駅を下車、横須賀本町どぶ板

通り商店街（通称：どぶ板通り）までは電動車

いすでほんの１分程。この商店街は「軍港の街、

横須賀」にふさわしく、軍服をはじめとしたミ

リタリーグッズ（軍隊用品）を扱った店等が軒

を並べています。中でも、彩り鮮やかな刺繍が

美しく施されたヨコスカジャンパー（スカジャ

ン）が人気で、６，０００円くらいで手に入るとのこ

と。こだわり派は自分でデザインを持ち込んで

オーダーすることも可能。シンプルな刺繍であ

れば、１０，０００円くらい

から作ってもらえるよ

うです。休日には、商

店街の中ほどに古着を

扱う露天商が店を出

し、にぎわいを見せま

す。中には入口に段差

があるために、入ることができないお店がいく

つかあり、残念でした。

　街散策でお腹が空いたら、横須賀にすっかり

定着した「よこすか海軍カレー」がお薦め。そ

の始まりは明治時代、日本海軍がイギリス海軍

の食事から取り入れたところ、隊員の間で人気

のメニューとなり、ここから日本の家庭に広ま

ったと言われています。汐入駅から横須賀中央

駅には、この海軍カレーを食べることのできる

お店が点在しています。
◆ご意見・ご感想はkikaku＠knsyk．jpまでお寄せくだ
さい。

�

�

�

�

��������

��������

�
�

�
�

インフォメーションインフォメーション
■横須賀本町どぶ板通り商店街
　 http://dobuita-st.com/
■横須賀市観光協会
http://www.yokosuka-kanko.com/

どぶ板通り。路面は整備されて
おり歩きやすい
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業
が
、
子
ど
も
の
育
ち
に
関
わ
る
理
由

を
話
し
ま
す
。

心
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
に

　

ま
た
、
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
の

望
月
幸
治
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
が
置

か
れ
て
い
る
状
況
と
、
産
業
界
、
教
育

界
、
行
政
が
協
働
で
作
る
取
り
組
み
の

必
要
性
を
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
社
会
の
価
値
観
の
多
様
化
等
に
よ

り
、
自
分
の
良
さ
を
見
つ
け
ら
れ
な
い

ま
ま
成
長
し
て
い
る
子
ど
も
、
ま
た
、

他
者
と
関
わ
る
機
会
が
少
な
い
子
ど
も

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
取
り
組

み
を
通
し
て
、
働
く
大
人
と
関
わ
り
な

が
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の
中

に
価
値
を
見
出
し
、
豊
か
な
人
間
性
を

持
っ
た
人
に
成
長
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
が
学
ぶ
意
欲
や
目
標
を

持
ち
生
き
て
い
く
力
を
育
む
た
め
に

は
、
仕
事
や
職
業
人
に
ふ
れ
る
体
験

を
、
学
校
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な

く
、
社
会
と
作
っ
て
い
く
仕
組
み
づ
く

り
が
必
要
で
す
」

人
と
触
れ
合
い
、大
切
に
さ
れ
る
経
験

　

事
業
の
一
つ
「
中
学
生
�
自
分
再
発

見
�
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
子
ど
も
た

ち
が
地
元
企
業
の
職
業
人
と
関
わ
り
、

働
く
こ
と
の
意
味
や
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

と
で
、
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
、
市
内
の
中
学
校
を
推
進
校
に

指
定
し
て
、（
平
成
二
十
一
年
度
は
五

校
を
指
定
）
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
が
中
心
と
な
り
作
成
し
た
具
体

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
キ
ャ
リ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
事
業
に
賛

同
す
る
地
元
企
業
の
社
員
を
「
わ
が
街

横
須
賀
の
子
ど
も
を
育
て
る
先
生
＝
マ

　

今
、
学
校
な
ど
教
育
の
現
場
で
は
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
将
来
の
夢
や
希

望
を
も
て
る
よ
う
職
場
体
験
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
体
験
活
動
を
通

じ
た
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
積
極
的
に
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
横
須
賀
市
教
育
委
員
会
・
横
須
賀
商
工
会
議
所
・
横
須
賀
市

の
「
よ
こ
す
か
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業
」
の
取
り
組
み
か
ら
、
企
業
と
の

関
わ
り
か
ら
子
ど
も
の
職
業
観
や
勤
労
観
を
育
て
、
将
来
に
向
け
て
成
長
す

る
力
を
育
む
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

連連載載
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
育
つ
た
め
に

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
育
つ
た
め
に

〜
社
会
全
体
で
の
子
育
ち
・
子
育
て
支
援
に
む
け
て

　
　

〜
社
会
全
体
で
の
子
育
ち
・
子
育
て
支
援
に
む
け
て　
【
第
十
回
】

【
第
十
回
】

地
域
を
担
う
子
ど
も
を
育
て
た
い

　

文
部
科
学
省
で
は
、
職
場
体
験
や
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
充
実
を
図
る
た

め
、
平
成
十
七
年
よ
り
産
官
学
が
連
携

し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
横
須
賀
市
で
は
同
年

に
、「
横
須
賀
市
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進

協
議
会
」
を
市
教
育
委
員
会
に
設
置
。

横
須
賀
商
工
会
議
所
（
以
下
、
商
工
会

議
所
）
と
連
携
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

推
進
に
向
け
議
論
が
重
ね
ら
れ
ま
し

た
。
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
、
横
須
賀

市
が
加
わ
り
、
市
教
育
委
員
会
、
商
工

会
議
所
の
三
者
で
「
横
須
賀
市
キ
ャ
リ

ア
教
育
推
進
事
務
局
」
を
設
置
し
、「
よ

こ
す
か
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業
」
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
横
須
賀
を
担
う
人

材
を
、
①
地
域
で
育
て
る
、
②
地
域
で

活
躍
で
き
る
土
壌
を
築
く
こ
と
を
長
期

的
な
ね
ら
い
と
す
る
こ
の
事
業
で
は
、

主
に
、「
事
業
に
賛
同
し
て
く
れ
る
市

内
事
業
所
の
開
拓
」、「
情
報
発
信
（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
等
）」、
中
学
校
の
総

合
学
習
の
時
間
を
活
用
し
た
「
中
学
生

�
自
分
再
発
見
�
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
開
始
当
初
か
ら
関
わ
る
、
元
中

学
校
校
長
で
現
在
は
、
商
工
会
議
所
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
で
あ
る
細
野
裕
さ
ん
は
、「
市
の
人

口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
将
来
子
ど

も
た
ち
が
地
域
産
業
人
と
な
る
こ
と

で
、
地
域
に
還
元
し
て
く
れ
る
存
在
で

あ
る
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
企
業
の
特

性
を
生
か
し
て
、
地
域
で
人
材
を
育
て

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
地
元
企

産
官
学
が
連
携
し
た
子
育
ち
支
援

〜
「
よ
こ
す
か
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業
」（
横
須
賀
市
）

ＭＴＴ（写真中央）は、「仕事
のやりがい」「働くってどんなこ
と」等について、子どもたちと
活発に意見を交わします

ある中学校の
自分“再発見”プログラム
①市内企業の若手社員（ＭＴＴ）
を交えたグループディスカッ
ション
②職業の仕組みを学ぶＭＴＴに
よるポスターセッション

③職業実体験
④企業でのインターンシップ
⑤まとめのグループディスカッ
ション
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イ
タ
ウ
ン
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
（
以
下
、
Ｍ

Ｔ
Ｔ
）」
と
し
て
、
授
業
の
時
間
に
派
遣

し
ま
す
。
Ｍ
Ｔ
Ｔ
は
職
業
体
験
の
場
面

だ
け
で
は
な
く
、
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
じ
て
、
自
身
の
職
業
観
や
勤
労
観

を
丁
寧
に
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き

ま
す
。
賛
同
す
る
企
業
は
、
自
動
車
工

場
、旅
行
会
社
、飲
食
店
、金
融
、警
察
、

通
信
会
社
、ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、専
門

学
校
等
、職
種
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

　

細
野
さ
ん
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
を

次
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
Ｍ
Ｔ
Ｔ
と
関

わ
っ
た
こ
と
で
、『
こ
れ
か
ら
の
目
標

が
持
て
た
』『
将
来
の
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ

が
わ
い
た
』な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

職
場
体
験
で
は
、『
元
気
よ
く
挨
拶
す

る
』『
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
質

問
す
る
』
な
ど
、
人
と
の
関
わ
り
方
へ

の
気
付
き
や
、
親
や
教
師
と
は
違
う
第

三
者
の
大
人
か
ら
認
め
て
も
ら
え
る
経

験
を
し
ま
す
。
こ
の
経
験
は
、
人
か
ら

大
切
に
さ
れ
る
感
覚
を
得
る
機
会
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
Ｍ
Ｔ
Ｔ
自
身
も
、
自

分
の
仕
事
の
説
明
を
す
る
こ
と
か
ら
、

仕
事
に
対
す
る
考
え
方
を
見
直
し
、
振

り
返
る
機
会
に
な
る
こ
と
や
、
社
員
と

し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
向
上
、

地
元
へ
の
社
会
貢
献
に
も
つ
な
が
る
な

ど
、
相
乗
効
果
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
」

愛
着
心
を
育
む
環
境
を
企
業
が
作
る

　

細
野
さ
ん
は
、
一
人
ひ
と
り
が
将
来

に
向
け
て
成
長
を
す
る
力
を
育
む
の

に
、
企
業
の
役
割
を
伝
え
ま
す
。

　
「
仕
事
を
見
せ
、
働
く
こ
と
を
身
近

に
感
じ
な
が
ら
、
子
ど
も
が
社
会
と
関

わ
る
環
境
づ
く
り
を
、
企
業
が
担
う
こ

と
で
、
教
育
・
産
業
分
野
、そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
得
手
を
生
か
し
な
が
ら
子
ど
も

の
育
ち
を
共
有
し
、
連
携
し
た
仕
組
み

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

子
ど
も
た
ち
の
心
の
成
長
に
は
、
身

近
な
と
こ
ろ
で
の
豊
か
な
体
験
が
不
可

欠
と
い
え
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
で

は
、
体
験
が
充
実
す
る
よ
う
に
企
業
が

子
ど
も
の
育
ち
に
関
心
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
を
伝
え
ま
す
。

　

生
活
体
験
が
豊
か
な
ほ
ど
、
学
ぶ
姿

勢
や
道
徳
感
、人
へ
の
愛
着
心
な
ど
、将

来
社
会
の
構
成
員
と
な
る
子
ど
も
の
豊

か
な
人
間
性
が
育
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
中
で
こ
う
し
た
育
ち
に
関
心
を

持
つ
人
、
様
々
な
資
源
を
活
用
し
た
体

験
の
場
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）
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　福祉、教育、東洋医学、生活協同組合
等の分野にて仕事をしています。
　具体的には、特別養護老人ホーム３施
設にて、認知症の方々を中心に鍼灸、マ
ッサージ施術。工業大学の創造工学部に
て、福祉関連教科の授業担当。福祉クラ
ブ生協にて、福祉関連事業の助言、お手
伝いをしています。
　ボランティア活動を含めると、３０年近
く福祉の世界に身を置いています。その
月日の中で一番好きなことは、言葉にな
らない、言葉にできない方々との時間の
共有。
　アルツハイマー型認知症の方にマッサ
ージ施術をした時のこと。記憶力が低下
し、先週の施術を受けたことを忘れ、「何
をするんじゃー」と怒り出すAさん。冗
談やジェスチャーにて、場の雰囲気を和
らげながらのマッサージ。だんだんと状
況を理解され、「先生ありがとう。背中
がおいしいよ。背中がおいちいよ」。認
知症が進み、「背中が気持ち良い」という
ような表現が出来ない。記憶に残り、想
起できる言葉が「おいしいよ」。「おいち
いよ」。
一生懸命に言葉を探し、こちらに思いを
伝えようとされていた。
　伝えたいことがあるのに伝えることが
上手にでない方。知的障害の方、失語症
の方、構音障害の方、ほか大勢の方々。
「うん。そうだよね」が連なる福祉の
フィールド、息づく街が好き。そんな関
係を作る接着剤なれる、代弁者になりた
い。

206
ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク

背中がおいしいよ

ヒューマンサポート湘南　院長
神奈川工科大学　非常勤講師
福祉クラブ生活協同組合　顧問

松沢　明彦



今月の福祉資料室
BOOK

BOOK
「福祉資料室」をご利用下さい！
◆利用時間：月～金（第３金曜日、祝日、
年末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
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�★
ト
ラ
ウ
マ
と
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
心
理
援
助
〜
心

の
傷
に
寄
り
そ
っ
て
（
杉
村
省
吾
・
本
多
修

・
冨
永
良
喜
・
高
橋
哲
編
、
金
剛
出
版
）

★
福
祉
哲
学
の
構
想
〜
福
祉
の
思
考
空
間
を

切
り
拓
く
（
中
村
剛
著
、
み
ら
い
）

★
高
齢
者
虐
待
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
（
山

口
光
治
著
、
み
ら
い
）

★
地
域
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
地
方
自
治
体
に

よ
る
開
発
と
推
進
（
平
野
隆
之
・
榊
原
美
樹

　

編
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

★
福
祉
と
教
育
の
Ｗ
Ｅ
コ
ラ
ボ
〜
障
害
児
の

〈
育
ち
〉
を
支
え
る
（
加
瀬
進
編
著
、
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト
研
究
所
）

★
希
望
を
も
っ
て
生
き
る
〜
生
活
保
護
の
常

識
を
覆
す
釧
路
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
釧
路
市
福
祉

部
生
活
福
祉
事
務
所
編
集
委
員
会
編
、
Ｃ
Ｌ

図　
　
　
　

書

Ｃ
）

★
介
護
現
場
で
の
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
Ｑ

＆
Ａ
〜
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
（
関

西
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
学
会
編
、
筒
井
書

房
）

★
地
域
包
括
ケ
ア
の
行
方
〜
「
み
え
高
齢
者

元
気
・
か
が
や
き
プ
ラ
ン
」
か
ら
課
題
と
あ

り
方
を
探
る
（
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
ケ
ア
研
究

会
議
編
、
筒
井
書
房
）

�★
僕
ら
し
い
、
私
ら
し
い
暮
ら
し
の
た
め
に

《
障
害
児
を
育
て
て
い
て
負
担
に
思
う
こ

と
》
〜
障
害
児
と
家
族
の
生
活
状
況
調
査
か

ら
（
横
浜
障
害
児
を
守
る
連
絡
協
議
会
）

★
「
ふ
れ
あ
い
学
習
」
の
ス
ス
メ
〜
社
協
が

推
進
す
る
地
域
福
祉
教
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

（
長
崎
県
社
協
）

資

料
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神奈川県保護司会連合
会常務理事・横浜市保
護司会協議会副会長

酒井　實

私のおすすめの１冊私のおすすめの１冊

自分を活かす“気”
の思想－幸田露伴「努
力論」に学ぶ

中野孝次　著

　今、明るい社会が実現出来ているとは言い難

い世の中に、私たちは対峙している。

　不況は長引き仕事は無く、リストラや大量の

肩たたきも横行している。さらに自殺者も交通

事故による死亡者数を超えた。

　人はどこか「ぎすぎす」とし

て、幸福感は薄らいでいる。

こんな現世に、元気づけの書

物として露伴の「努力論」や

「運命と人力と」の章を推薦

したい。

　露伴の原書は難解だが、い

い出会いになると思う。

2001年11月刊
定価６９３円（税込）
集英社新書
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あ

なた
の情報発

信のおてつだい

あ

なた
の情報発

信のおてつだい

デザイン・印刷・ホームページ制作�

◇
内
容
＝
講
演
「
福
祉
と
地
域
の
活
動
を

支
え
る
社
会
力
」
門
脇
厚
司
氏
（
筑
波
大

学
名
誉
教
授
・
社
会
力
総
合
研
究
所
所
長
）

◇
対
象
＝
市
区
町
村
社
協
の
福
祉
教
育
担

当
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
者
、
県
内
小

・
中
・
高
等
学
校
教
職
員
、
社
会
教
育

（
生
涯
学
習
）
関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
・
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及
び
活

動
者
等

◇
参
加
費
＝
無
料

◇
定
員
＝　

名
（
先
着
順
）

４０

◇
締
切
＝
平
成　

年
２
月　

日
（
月
）

２２

２２

◇
問
合
先
＝
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー

�　

－

　

－

１
１
２
１（
代
）

０４５

３１２

�　
－

　

－

６
３
０
７

０４５

３１２

寄
附
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
附
金
】
▽
妙
深
寺
婦
人
会
▽
脇

隆
志

【
交
通
遺
児
援
護
基
金
】
▽
神
奈
川
県
石

油
業
協
同
組
合
▽
�福
 

中
日
新
聞
社
会
事
業

団
東
京
支
部
▽
㈱
小
田
原
ジ
ム
キ

【
と
も
し
び
基
金
】
▽
�
県
雇
用
開
発
協

会
▽
�
十
愛
会
▽
�
県
看
護
協
会
▽
�
県

薬
剤
師
会
▽
�福
 

箱
根
町
社
協
▽
�福
 

藤
沢
市

社
協
▽
�
日
栄
浴
場
▽
�
よ
し
の
湯
▽
梅

の
湯
▽
喜
久
の
湯
▽
県
共
同
募
金
会
▽
県

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
▽
県
交
通
遺
児

家
庭
の
会
▽
県
社
会
福
祉
士
会
▽
県
障
害

者
地
域
作
業
所
連
絡
協
議
会
▽
県
商
工
会

連
合
会
▽
県
身
体
障
害
者
連
合
会
▽
県
知

的
障
害
者
施
設
団
体
連
合
会
▽
県
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
▽
県
福
利
協
会
▽
県
保
育
会

▽
県
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
協
会
▽
県
生
活
協
同

組
合
連
合
会
▽
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
▽

県
医
療
福
祉
施
設
協
同
組
合
▽
県
介
護
福

祉
士
会
▽
県
高
齢
者
福
祉
施
設
協
議
会
▽

県
肢
体
不
自
由
児
協
会
▽
県
肢
体
不
自
由

児
者
父
母
の
会
連
合
会
▽
県
心
身
障
害
児

者
父
母
の
会
連
盟
▽
県
保
育
士
会
▽
ゴ
ル

フ
ガ
ー
デ
ン
フ
ォ
ー
レ
ス
ト
▽
相
模
台
浴

場
▽
湘
南
ボ
ウ
ル
▽
新
町
浴
場
▽
ス
リ
ー

エ
フ
鎌
倉
台
店
▽
第
二
常
磐
湯
▽
第
二
大

和
湯
▽
聖
テ
レ
ジ
ア
病
院
▽
と
も
し
び

シ
ョ
ッ
プ
輝
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
グ
ッ

ズ
コ
ー
ナ
ー
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
県
庁

店
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
県
民
セ
ン
タ
ー

店
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
さ
く
ら
運
営
委

員
会
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
ス
マ
イ
ル
▽

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
ポ
ー
ル
ラ
イ
ト
ひ
か

り
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
保
健
福
祉
大
学

▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
▽

中
乃
湯
▽
野
川
南
台
保
育
園
▽
葉
山
町
▽

日
向
台
病
院
▽
マ
エ
ダ
薬
品
商
事
�
▽
明

徳
湯
▽
や
ま
ゆ
り
知
的
障
害
者
生
活
サ
ポ

ー
ト
協
会
▽
ゆ
り
の
会
▽
横
須
賀
老
人
ホ

ー
ム
▽
横
浜
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
▽
横

浜
中
区
浴
場
組
合
▽
リ
バ
ー
イ
ー
ス
ト
▽

J
A
神
奈
川
県
信
連
・
湘
南
・
横
浜
・
セ

レ
サ
川
崎
・
田
奈
・
か
な
が
わ
西
湘
▽
�

県
土
地
建
物
保
全
協
会
▽
県
道
路
公
社
▽

�
県
厚
生
福
利
振
興
会
▽
県
警
察
本
部
▽

県
職
員
一
同
▽
前
田
泰
二
▽
県
社
協
職
員

一
同 　
 （
計
、
一
、
五
五
七
、
九
四
八
円
）

【
寄
附
物
品
】
▽
�
四
ツ
葉
工
芸
▽
川
崎

規
世
▽
県
立
近
代
美
術
館
管
理
課
▽
神
奈

川
県
定
年
問
題
研
究
会
▽
神
奈
川
ト
ヨ
タ

自
動
車
㈱
▽
阿
久
和
北
部
女
性
部
会
▽
コ

カ
・
コ
ー
ラ
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン
㈱
▽

神
奈
川
県
南
県
税
事
務
所 　
　
 （
敬
称
略
）

役
員
会
の
動
き

◇
理
事
会
＝　

月　

日
（
木
）
①
正
会
員

１２

１７

の
入
会
申
込
②
評
議
員
の
選
任
③
平
成　
２１

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
案
）
④
平
成

　

年
度
県
社
協
事
業
推
進
方
針
（
案
）

２２◇
新
会
員
紹
介

【
経
営
者
部
会
】
�福
 

慶
優
会

【
施
設
部
会
】
横
浜
市
中
川
地
域
ケ
ア
プ

ラ
ザ
、
港
南
つ
く
し
ん
ぼ
保
育
園
、
み
ん

な
と
暮
ら
す
町

第　

回
横
須
賀
地
区
高
齢
者
福
祉

10
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◇
日
時
＝
平
成　

年
２
月
６
日
（
土
）
９

２２

時　

分
〜　

時　

分
（
受
付
９
時　

分
）

５０

１２

３０

３０

◇
会
場
＝
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
講

堂
（
京
急
線
「
県
立
大
学
」
駅
下
車
徒
歩

５
分
）

◇
内
容
＝
基
調
講
演
「
地
域
が
育
む
介
護

力
」
澤
田
信
子
氏
（
県
立
大
学
教
授
）
他
、

高
齢
者
福
祉
施
設
職
員
の
研
究
発
表
会

◇
参
加
費
＝
無
料
（
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
）

◇
問
合
先
＝
横
須
賀
地
区
高
齢
者
福
祉
連

絡
会
（
特
養
や
ま
び
こ
荘
�　

－

　

－

０

０４６

８５８

８
０
０
）

※
同
時
開
催
！「
福
祉
の
し
ご
と
フ
ェ
ア
」

（
か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
主
催
）

平
成　

年
度
か
な
が
わ
福
祉
教
育
・

21

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
推
進
セ
ミ
ナ
ー

◇
日
時
＝
平
成　

年
２
月　

日（
木
）１
時

２２

２５

　

分
〜
３
時　

分
（
開
場
１
時
）

３０

３０

◇
会
場
＝
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー　

階
１２

第
２
会
議
室（「
横
浜
駅
」下
車
徒
歩
５
分
）
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－社会福祉施設の設計監理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８
TEL ０３（３４４９）１７７１／FAX ０３（３４４９）１７７２
URL：www.yasue-sekkei.co.jp
E－mail：yasue@yasue-sekkei.co.jp

新 築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報

告・アスベスト調査等お気軽にご相談ください

特別養護老人ホーム（厚木市）

発
行
日　

２
０
１
０
年（
平
成　

年
）１
月　

日　

毎
月
１
回　

日
発
行　
　

発
行
所　

〒　

－
０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

２２

１５

１５

２２１

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

T
E
L　

－

　

－

１
４
２
３　

F
A
X　

－

　

－
６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

米
倉
孝
治　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

０４５

３１１

０４５

３１２

　今回ともしび大賞を受賞した「みんなで奏でるハーモニー」。貴家弥生
さんが属する吹奏楽部を題材にした作品です。
　活動をともにする仲間の様子を表情豊かに描い
たこの作品からは、それぞれの演奏者の躍動感溢
れるハーモニーが、響いてくるように感じられます。
　「ちがう人が、ちがう楽器で、ちがう音を奏
でます。いろいろな個性あるからこそ、素晴ら
しい音楽になります。必要のない音はないと
思います」と話す貴家さんの作品からは「一人
ひとりが、かけがえのない存在」というメッセ
ージが伝わってきます。
　『みんなで奏でるハーモニー』は、みんながと
もに生きるまちに響き渡ります。

（ともしび運動推進担当）

絵本の部�
「ともしび大賞」�
　　　作品紹介�

『みんなで奏でる
ハーモニー』
座間市立栗原中学校
３年　貴家　弥生さん

第30回ともしびポスター・第23回ともしび絵本コンテスト

⑤④

① ② ③
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